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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年6月28日(2018.6.28)

【公開番号】特開2016-220962(P2016-220962A)
【公開日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-070
【出願番号】特願2015-110511(P2015-110511)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  33/32     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  24/08     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３８０　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３７０　
   Ｇ０１Ｎ   24/02     ５２０Ｙ
   Ｇ０１Ｎ   24/08     ５１０Ｙ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ２９０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月17日(2018.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
　前記制御部は、前記移動を許容するか否かを示す情報を前記画面上に表示させる請求項
３乃至１１のうちいずれか一項に記載の医用画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　前記制御部は、初期表示される前記ガイドの角度に対する、回動操作後の前記ガイドの
相対角度を前記表示部に表示させる請求項３乃至１２のうちいずれか一項に記載の医用画
像処理装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　記憶回路１５は、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュ
メモリ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ）等の半導体メモリ素子、ハードディスク、光ディス
ク等によって構成される。記憶回路１５は、ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ
　ｂｕｓ）メモリ及びＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｉｄｅｏ　ｄｉｓｋ））などの可搬型
メディアによって構成されてもよい。記憶回路１５は、処理回路１１において用いられる
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各種処理プログラム（アプリケーションプログラムの他、ＯＳ（ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｓ
ｙｓｔｅｍ）等も含まれる）や、プログラムの実行に必要なデータや、ボリュームデータ
及び医用画像を記憶する。また、ＯＳに、操作者に対するディスプレイ１３への情報の表
示にグラフィックを多用し、基礎的な操作を入力回路１２によって行なうことができるＧ
ＵＩ（ｇｒａｐｈｉｃａｌ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を含めることもできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　移動許容情報Ｍ５は、表示画面上における関心領域の移動操作のうち回動操作で、関心
領域の回動を許容するが、ガイドの連動（回動）を許容しない。また、移動許容情報Ｍ４
は、表示画面上における関心領域の移動操作のうちスライド操作で、関心領域のスライド
を許容するが、ガイドの連動（スライド）を許容しない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４７】
　第２撮像機能７１４は、ステップＳＴ３２によって設定された関心領域を撮像範囲とし
て、各種診断用シーケンスを用いた診断用の撮像（本撮像）を実行して、診断用の画像を
生成する（ステップＳＴ３３）。
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